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速化，といった効果が確認されている （Hori, 2008 ; Kadota, et al., 2015 ; 




























































シャドーイング訓練を実施する場合がある（Hamada, 2018 ; 阿・林，























すように求めた。文節音グループの学生には，特定の文節音（æ, f, v, θ, ð, w, 
















て い る（Hahne & Friederici, 2001 ; Leeser, et al., 2011 ; Nakanishi & 
Yokokawa, 2011 ; Nakanishi, et al., in press ; Narumi, et al., 2018 ; Williams, 
2006）。









　　 a.　Susan liked Jack’s joke about the man 
　　 b.　Susan liked Jack’s *about joke the man.
（2）　意味適格／違反文
　　 a.　Mike heard Max’s speech about the war.









また，Nakanishi & Yokokawa （2011）では，ワーキングメモリ容量を測





















1.　通常版 RST : 実験参加者は，コンピュータの画面上に提示される英文を音読し，
文末単語を記憶するとすぐにスペースキーを押すことが求められた。
2.　日本語訳妥当性判断課題 RST : コンピュータの画面上に提示される英文を音読・
文末単語を記憶し，スペースキーを押すと，日本語訳が提示される。先行する英文と
内容が合っていれば B，合っていなければNをできるだけ速く押すように指示された。
〔例〕One day he had to go away for a short time.　彼は，出かけなければならなかった。
（正解 B）
3.　文法性判断課題 RST : コンピュータの画面上に提示される英文を音読し，その英
文が文法的に正しければ B，そうでなければ Nをできるだけ速く押し，文末単語を
覚えるように指示された。〔例〕The first thing he did was to take a hot bath when he got 
home.（正解 B）
4.　語用論判断課題 RST : コンピュータの画面上に提示される英文を音読し，その英
文が意味的に正しければ B，そうでなければ Nをできるだけ速く押し，文末単語を























十分な統語表象が構築出来ないことが原因とされる （Nagai, et al., 2010 ; 







る現象（Bock, 1986） ― が示している（門田，2015）。例えば，The boy 
gave a ring to the girl.という刺激文を読むと，読み手のメンタルレキシコ
ンに含まれる動詞のみならず， ［名詞句 +前置詞句］という下位範疇化情
報も活性化される。そのため，直後に絵描写課題のようなタスクを課すと，
先行する刺激文と同じ統語構造（例 : The mother sent apples to the girl.）
の発話を引き起こしやすくなることが，第一言語のみならず（Pickering & 
Branigan, 1998），第二言語研究でも確認されている（Morishita, et al., 
2010）。さらに特定の構文（目的格関係節）を第二言語学習者に繰り返し
読ませることにより，その統語構造を含む文理解が促進されることを示し

























効果」（課題番号 16K02928，研究代表者 : 中西弘）の助成を受けている。
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